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キャンペーンの全体像（主要施策とスケジュール）キャンペーンの全体像（主要施策とスケジュール）
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※11/3以降、
ＮＵＭＯ本サイトに集約

意見の集約
フィードバック

10月1日～31日
郵便局での
ポスター掲出

３０秒

 

ＴＶＣＦの放映

Yahoo ブランドパネル露出

（トップページ）

大型ビジョンでの

 

ＴＶＣＦ放映
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原子力の日

9/
下旬～

●論説委員訪問

●フォローアップ活動

●座談会/ﾌｫｰﾗﾑ

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

●ＮＵＭＯ-ＮＯＴＥ

●電力ＰＲ館イベント

▽（フォーラム：大阪）

ステークホルダーへのDM周知、アンケートの実施（例：過去の座談会登壇者等）

▽（25号）

広
聴
活
動

ティザーサイト開設

10/15プレス向けセミナー開催

特設サイト立ち上げ→２週間に実施される様々な施策がコンテンツ化され、日ごとに特設サイトが充実していく仕組み。

映画館での

 

ＴＶＣＦ放映

電車・中吊広告

10/18 
ＴＶ番組の放送

問題の呼びかけ・関心の喚起フェーズ 意見の集約と顕在化
フィードバックフェーズ

意見の可視化・情報の発信フェーズ

10／11～11／8の土日祝日に９箇所で実施

みなさまのご意見を掲載 シンポジウムの概要を掲載新聞広告・ＴＶＣＦを
特設サイトに掲載

10/18 
ＴＶ番組の番宣
（ﾃﾚﾋﾞ欄下）
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▽（ワークショップ：東京）

11/9プレス向け瑞浪ツアー開催

11/1 
新聞
広告

（フィードバック）

11/3

 
シンポジウム

 
採録広告

10/17
キックオフ
新聞広告

10/25 
BS番組放映

10/25 
新聞広告

（理事長対談）

http://www.yahoo.co.jp/_ylh=X3oDMTB0NWxnaGxsBF9TAzIwNzcyOTYyNjUEdGlkAzEyBHRtcGwDZ2Ex/r/mlg
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新聞広告・ポスター掲出等新聞広告・ポスター掲出等

「“７つの現実”を提起し、関心喚起を図る」

■日

 

時：10月17日（土）
■媒

 

体：読売新聞全国＋地方・ブロック紙４８紙（15段フルカラー）

■日

 

時：１０月１日（木）～１０月３１日（土）
■実

 

施：全国約1万局の郵便局で
ポスター掲示

■日

 

時：１０月１７日（土）～１０月2７日（金）※路線によって異なる。

■実

 

施：北海道・宮城・東京・愛知・石川・大阪・広島・香川・福岡

 
（各地域を中心に複数路線）
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郵便局・アウトドア・インターネット広告郵便局・アウトドア・インターネット広告

「“７つの現実”を提起し、関心喚起を図る」

ＴＶＣＦコンテ案からの抜粋

■日

 

時：１０月１７日（土）～１０月25日（日）を中心に期間中
■媒

 

体：日本テレビ／フジテレビ系列の全国各局中心に展開

■日

 

時：10月17日(土)～25日(日)
■実

 

施：北海道・宮城・東京・愛知・福井・
大阪・広島・香川・福岡・沖縄

■日

 

時：１０月１７日（土）～１０月２３日（金）
■実

 

施：北海道・宮城・東京・愛知・富山・大阪・広島・
愛媛・福岡・沖縄（計１０４スクリーン）

■日

 

時：１０月1９日（月）～１１月１日（日）
■実

 

施：YAHOO！

 

JAPAN

 

ブランドパネル
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地上波・衛星放送での特別ＴＶ番組地上波・衛星放送での特別ＴＶ番組

「地層処分」に関する情報提供

■日

 

時：10月18日（日）22:00～23:15

 
■媒

 

体：ﾌｼﾞﾃﾚﾋﾞ系列26局ﾈｯﾄ
※10月24日（土）：青森県、大分県

10月25日（日）：宮崎県

女性アシスタント
木佐

 

彩子

■日

 

時：10月25日（日）17:00～17:55

 
■媒

 

体：BSフジ

■番組名：
『野口健と考える

 

エネルギーの未来と地層処分』
～次世代のために、いま、取り組むべきこと～

■概

 

要
地層処分の必要性や安全性、処分場のイメージから海外における最新
情報など、地層処分の「今」、そして「これから」がわかる特別番組を放映。

衛星放送地上波放送

■番組名：
『仮想生活実験ドキュメント

 

もしも』
■概

 

要
タレントのくわばたりえさんと田代さやかさんが、徐々に電気が使えな

 
くなるという仮想生活実験をとおして、省エネの意義や電気の利便性を

 
体感。原子力発電の有用性や地層処分にまで言及。
視聴率

 

：

 

10．4％

 

（関東平均：ビデオリサーチ調べ）

伊藤利尋アナウンサー 中野美奈子アナウンサー くわばた

 

りえ

 

さん

 

（クワバタオハラ）
田代

 

さやかさん

男性パーソナリティ

 
野口

 

健
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シンポジウムシンポジウム

有識者の議論を通じて「電気の廃棄物」問題を考える

■日

 

時：10月24日（土）１６：00～

第１部

みの

 

もんた氏

コーディネーター

浅田

 

浄江氏
WEN代表

鳥井

 

弘之氏
元東京工業大学教授

井川

 

陽次郎氏
読売新聞

 

論説委員

パ ネ リ ス ト

長崎

 

晋也氏
東京大学教授

ピエール=イヴ・コルディエ氏
仏大使館原子力参事官

スペシャルトーク

第２部 パネル討論

山名

 

元氏
京都大学原子炉研究所

朝の顔

 

みのもんたが、山名先生とのトークセッションを通し、エネル

 
ギーの話題に鋭く切り込み、わかりやすい内容で展開。地層処分につ

 
いても、自分たちのこととして考えるべき、といったメッセージを発信。

事業者であるNUMOはもとより、国民の皆さまや国、電力が何をすべき

 
か、といった議論を通して、『電気の廃棄物問題』を自分のこととして考

 
えていただく。

■参加者：２１０名（ほかマスコミ関係者１９名）

■会場アンケート結果（来場者のうち一般応募１００名を対象）
・『電気の廃棄物』問題は、自分の問題である。

 

：８９名／１００名
・

 

『電気の廃棄物』問題は、我々の世代で解決するべきである。
：８０名／１００名

・『電気の廃棄物』問題を解決する「地層処分」が必要である。
：８６名／１００名

・地層処分は安全に実施できる。

 

：

 

４８名／１００名
・自分の町が地層処分地に立候補しても冷静に受け止めて考えることができる。

：

 

７７名／１００名

■日

 

時：１１月３日（祝・火）
■媒

 

体：読売新聞全国
（１５段フルカラー）

シンポジウム採録広告

河田

 

東海夫
ＮＵＭＯ理事

http://premium.nikkeibp.co.jp/em/column/torii/index.shtml
http://www.t.u-tokyo.ac.jp/faculty/t_meibo/t_meibo_photo/86455838.jpg
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特設サイト・みなさまからのご意見特設サイト・みなさまからのご意見

特設サイトトップページ

７つの現実詳細情報
および意見投稿ページ

特設サイトに寄せられた
ご意見をご覧いただける

ページ
■日

 

時：１０月１７日（土）～１１月３日（火・祝）

■シンポジウムの概要などの様々な施策に関するコンテンツや情
報を掲載。

■キャンペーン期間中、「電気の廃棄物」問題に関するご意見を
募ったところ、６００件を超えるご意見をいただきました。
いただいたご意見については、随時特設サイトにて紹介。

「電気の廃棄物」問題に関する詳細な情報を提供するとともに、
キャンペーンの様々なコンテンツをご覧いただける特設サイトの設置
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新聞広告新聞広告

皆さまからいただいた意見を世の中にフィードバックする「意見集約フィードバック広告」

意見集約フィードバック広告理事長対談広告

■日

 

時：１０月２５日（日）

■媒

 

体：読売新聞+地方・ブロック紙４８紙（１５段フルカラー）

■対談相手：蟹瀬

 

誠一氏

地層処分の必要性と安全性など、具体的な情報を発信する理事長対談広告

■日

 

時：１１月１日（日）
■媒

 

体：読売新聞+地方・ブロック紙４８紙（１５段フルカラー）
キャンペーン特設サイトにいただいたご意見から賛成･反対を
問わず選び掲載
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電力会社電力会社
 

ＰＲ館における実験イベントＰＲ館における実験イベント

電力会社ＰＲ館において、ＮＵＭＯ職員による体感実験を開催

実験の様子

多重バリア模型ご説明の様子

■日

 

時：１０月１１日（日）～１１月８日（日）の土日祝日に開催

■北海道電力

 

とまりん館
■東北電力

 

女川原子力ＰＲセンター
■東京電力

 

電力館
■中部電力

 

でんきの科学館
■関西電力

 

大阪科学技術センター
■北陸電力

 

エネルギー科学館ワンダーラボ
■四国電力

 

伊方ビジターズハウス
■中国電力

 

広島市こども文化科学館

 

合計

 

786名
■九州電力

 

九州エネルギー館

 

（参加人数）

101名
60名
59名

175名
60名
49名
90名
84名

108名

■実験概要
ご来場の方々を対象に、「ベントナイトの水を通しにくい力」を
体感できる簡単な実験を各地PR館で展開。
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